
次
号
は
７
月
９
日
（土
曜
）に
発
行
し
ま
す

                     

                                          

                     

                     

                     

                     

                     

                     

                     

                     

守
山
区
長

柴
田
し
ば
た

久
司
ひ
さ
し

さ
ん

住
み
よ
い
・緑
豊
か
な
ま
ち

守
山
へ

                     

「守
山
の
文
化
を
考
え
る
会
」な
ど
が
協
力

ナ
ゴ
ヤ
ド
ー
ム
観
戦
と
リ
ニ
ア
鉄
道
館

８
月
１１
日

中
日
新
聞
販
売
店
ツ
ア
ー

１７
―
８８
歳

男
女
５９
人
が
参
加

恒
例
の
「区
民
ふ
れ
あ
い
囲
碁
大
会
」

区
老
ク
連
が
「趣
味
の
作
品
展
」

絵
画
や
手
工
芸
�
３
３
６
点
一
堂
に

〝５
年
か
け
〟労
作
「せ
と
で
ん
物
語
」

大
谷
町
の
志
村
善
三
郎
さ
ん
が
出
版

文化小劇場に４００人

                     

                     

　
▽
竹
内
敏
晴
さ
ん
＝
小
幡

北
＝
の
投
稿
写
真
①

　
家
庭
菜
園
で
ジ
ャ
ガ
イ
モ

に
実
が
つ
き
ま
し
た
。
ま
る

で
ト
マ
ト
の
よ
う
で
す
。
ジ

ャ
ガ
イ
モ
・
ト
マ
ト
・
ピ
ー

マ
ン
な
ど
は
同
じ
ナ
ス
科
と

知
り
ま
し
た
。

◇
　
　
　
◇

　
▽
石
原
仁
さ
ん
＝
小
幡
中

３
＝
の
投
稿
写
真
②

　
知
人
宅
で
ジ
ャ
ガ
イ
モ
の

枝
葉
か
ら
ト
マ
ト
が
な
り
ま

し
た
。
ま
だ
直
径
が
三
㌢
ほ

ど
で
、
確
か
に
ト
マ
ト
の
匂

い
が
…
。◇

　
　
　
◇

　
▽
ペ
ン
ネ
ー
ム
「
ｄ
ａ
ｋ

ｕ
ｓ
ｕ
４
」
さ
ん
の
投
稿
写

真
③

　
こ
と
し
も
た
わ
わ
に
実
を

つ
け
た
ジ
ュ
ー
ン
ベ
リ
ー
。

鳥
に
食
べ
ら
れ
る
前
に
撮
っ

て
お
き
ま
し
た
。

◇
　
　
　
◇

　
▽
ペ
ン
ネ
ー
ム
「
き
ぃ
ち

ゃ
ん
マ
マ
」
さ
ん
の
投
稿
写

真
④

　
パ
プ
リ
カ
を
切
っ
て
み
た

ら
、
二
個
分
の
未
熟
な
パ
プ

リ
カ
が
入
っ
て
ま
し
た
。
そ

の
ま
ま
採
ら
な
か
っ
た
ら
、

ど
う
な
っ
て
た
の
か
し
ら
？

◇
　
　
　
◇

　
本
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
あ
な

た
が
日
常
生
活
で
と
ら
え
た

〝
身
近
な
ス
ク
ー
プ
〟
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

　
応
募
は
郵
送
、
ま
た
は
メ

ー
ル
で
。
郵
送
の
場
合
は
写

真
ほ
か
、
別
紙
に
①
住
所
②

氏
名
（
匿
名
希
望
の
方
は
ペ

ン
ネ
ー
ム
も
）
③
電
話
番
号

④
写
真
の
説
明
や
コ
メ
ン
ト

な
ど
を
明
記
し
て
、
〒
４
６

３
―
０
０
０
７
、
松
坂
町
三

五
二
、
守
山
ホ
ー
ム
ニ
ュ
ー

ス
「
紙
上
写
真
展
」
係
へ
。

　
メ
ー
ル
の
場
合
は
、
件

名
に
「
紙
上
写
真
展
」
、

本
文
に
①
か
ら
④
、
写
真

デ
ー
タ
を
添
付
し
て
＝
ｍ

―
ｈ
ｏ
ｍ
ｅ
ｎ
ｅ
ｗ
ｓ
＠
ｄ
ｕ―
ｎ
ｅ

ｔ．
ｎ
ｅ．ｊ
ｐ
＝
へ
お
送
り
く

だ
さ
い
。

　
携
帯
電
話
の
カ
メ
ラ
で

撮
影
し
た
写
真
も
Ｏ
Ｋ
で

す
。
た
だ
し
、
内
容
や
画

質
に
よ
っ
て
は
掲
載
で
き

な
い
場
合
も
ご
ざ
い
ま

す
。
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承

く
だ
さ
い
。

〝応援する心…届け〟さまざまな
ジャンルの出演者がステージに

区ボランティア連絡
協議会の田代京美会
長（左）が義援金を
区内中日新聞販売店
へ＝６月�日

柴田久司区長（中央、その右
は小室会長）も訪れ、作品に
「素晴らしい」と感想を

幅
広
い
世
代
が
集
ま
っ

て
対
局
を
楽
し
ん
だ

ド
ラ
の
熱
戦
に
声
援
を
送
る

ツ
ア
ー
参
加
者
ら
（
以
前
）

大好きという思いが詰ま
った一冊を手に志村さん

柴田久司区長

　
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
イ
ベ
ン
ト
「
守
山
か
ら
愛
を
こ
め
て
～
熊

本
地
震
被
災
地
支
援
コ
ン
サ
ー
ト
」
が
十
日
、
守
山
文
化
小

劇
場
＝
小
幡
南
一
＝
で
催
さ
れ
、
来
場
し
た
約
四
百
人
が
さ

ま
ざ
ま
な
ス
テ
ー
ジ
を
楽
し
ん
だ
。

　
区
内
中
日
新
聞
販
売
店
で
つ

く
る
「
守
山
サ
ー
ク
ル
」
企
画

の
日
帰
り
バ
ス
ツ
ア
ー
「
ナ
ゴ

ヤ
ド
ー
ム
観
戦
と
リ
ニ
ア
鉄
道

館
」
を
八
月
十
一
日
（
木
・

祝
）
に
開
催
。
読
者
を
対
象
に

参
加
者
を
募
っ
て
い
る
。

　
同
ツ
ア
ー
は
、
リ
ニ
ア
鉄
道

館
で
見
学
や
駅
弁
の
昼
食
を
楽

し
ん
だ
後
、
ナ
ゴ
ヤ
ド
ー
ム

「
中
日
―
ヤ
ク
ル
ト
」
（
パ
ノ

ラ
マ
Ｂ
席
）
を
試
合
終
了
ま
で

観
戦
す
る
と
い
っ
た
内
容
。

　
バ
ス
の
発
着
場
所
は
①
志
段

味
支
所
前
②
小
幡
緑
地
西
園
駐

車
場
入
り
口
③
小
幡
駅
付
近
④

印
場
駅
交
番
前
⑤
引
山
バ
ス
タ

ー
ミ
ナ
ル
（
愛
知
銀
行
前
）
⑥

新
守
山
駅
交
番
前
。
午
前
十
時

ご
ろ
出
発
、
午
後
八
時
ご
ろ
に

戻
る
予
定
と
な
っ
て
い
る
。

　
代
金
は
一
人
七
千
九
百
円

（
小
中
学
生
四
百
円
引
き
、
未

就
学
児
七
百
円
引
き
）
。
七
月

三
十
日
締
め
切
り
、
先
着
順
で

受
け
付
け
。
参
加
者
全
員
に
二

〇
一
六
年
版
「
昇
竜
」
ユ
ニ
ホ

ー
ム
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
が
あ
る
。

　
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
は

中
日
ツ
ア
ー
ズ
＝
☎
（
２
３

１
）
０
８
０
０
（
日
曜
、
祝
日

を
除
く
午
前
十
時
―
午
後
六

時
）
＝
へ
。

　
昭
和
三
十
三
年
五
月
十
九
日

生
ま
れ
、
五
十
八
歳
。
知
立
市

在
住
。昭
和
五
十
六
年
四
月
、名

古
屋
市
水
道
局
に
採
用
。
病
院

局
参
事
な
ど
を
経
て
、
平
成
二

十
五
年
上
下
水
道
局
経
営
本
部

長
。こ
の
四
月
、守
山
区
長
に
。

◇
　
　
　
◇

　
―
区
長
に
就
任
さ
れ
て
三
カ

月
で
す
が
。

　
「
守
山
区
長
を
拝
命
し
ま
し

て
、
大
変
光
栄
に
思
い
ま
す
と

と
も
に
、
職
責
の
重
さ
に
身
の

引
き
締
ま
る
思
い
を
い
た
し
て

お
り
ま
す
。

　
区
役
所
・
支
所
は
、
区
民
の

皆
さ
ま
に
と
っ
て
最
も
身
近
な

行
政
機
関
で
す
。
皆
さ
ま
と
直

接
お
会
い
す
る
機
会
も
多
く
、

温
か
い
お
声
掛
け
を
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
。
区
役
所
の
行
政

は
、
皆
さ
ま
の
お
力
添
え
が
あ

っ
て
こ
そ
成
り
立
っ
て
い
る
と

痛
感
い
た
し
て
お
り
ま
す
。
本

当
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
」

　
―
守
山
区
の
ま
ち
づ
く
り
に

つ
い
て
ご
意
見
を
。

　
「
水
と
緑
に
恵
ま
れ
た
自
然

豊
か
な
区
で
す
。
近
年
は
イ
ン

フ
ラ
整
備
も
目
覚
ま
し
く
、
人

口
は
志
段
味
地
区
を
中
心
に
十

七
万
人
余
に
急
増
し
、
市
内
で

三
番
目
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
歴
史
的
遺
産
や
郷
土
の
伝
統

文
化
を
守
る
な
ど
、
古
い
世
帯

と
新
し
い
世
帯
が
互
い
に
協
力

す
る
地
域
力
の
高
い
土
地
柄
で

も
ご
ざ
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
特
色
を
生
か
し
な

が
ら
、
『
区
民
と
と
も
に
地
域

と
と
も
に
～
住
み
よ
い
ま
ち
　

緑
豊
か
な
ま
ち
守
山
～
』
を
基

本
目
標
と
し
た
区
政
運
営
方
針

を
策
定
い
た
し
ま
し
た
。
防
災

や
防
犯
、
次
世
代
育
成
や
高
齢

者
支
援
な
ど
、
皆
さ
ま
の
ご
意

見
や
ご
要
望
を
的
確
に
反
映
さ

せ
た
上
で
推
進
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
本
年
度
の
区
の
取
り
組
み
を

ま
と
め
た
冊
子
は
区
役
所
や
支

所
な
ど
で
現
在
配
布
し
て
い
る

ほ
か
、
守
山
区
役
所
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま

す
」

　
―
仕
事
を
進
め
る
上
で
大
切

と
思
わ
れ
る
こ
と
は
。

　
「
心
身
と
も
に
健
康
で
あ
る

こ
と
で
す
。
区
役
所
の
職
員

は
、
区
政
を
運
営
し
て
い
く
上

で
の
原
動
力
で
す
。
感
性
豊
か

で
優
秀
な
人
材
を
育
成
し
て
い

く
た
め
に
も
、
ま
ず
健
康
が
不

可
欠
で
す
。

ま
た
、
せ
っ
か
く
仕
事
を
し

て
い
く
以
上
は
楽
し
く
あ
り
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
日
頃
か

ら
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
深

め
、
風
通
し
の
良
い
職
場
づ
く

り
を
行
う
こ
と
で
、
組
織
力
向

上
に
つ
な
が
れ
ば
と
考
え
て
い

ま
す
」

　
―
お
休
み
の
日
の
過
ご
し
方

は
。

　
「
邦
画
・
洋
画
を
問
わ
ず
映

画
が
好
き
で
、
も
っ
ぱ
ら
家
で

は
の
ん
び
り
Ｄ
Ｖ
Ｄ
観
賞
を
し

て
い
ま
す
。
本
も
好
き
な
の

で
、
時
間
が
あ
れ
ば
図
書
館
に

行
っ
て
半
日
ぐ
ら
い
過
ご
し
て

い
ま
す
」

　
三
世
代
が
一
緒
に
―
。
恒
例

の
「
区
民
ふ
れ
あ
い
囲
碁
大

会
」
（
守
山
ホ
ー
ム
ニ
ュ
ー
ス

な
ど
協
賛
）
が
先
月
二
十
九

日
、
守
山
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

＝
守
山
三
＝
で
開
か
れ
た
。

　
区
内
の
愛
好
者
ら
で
つ
く
る

同
大
会
実
行
委
員
会
が
主
催
。

囲
碁
を
通
し
た
触
れ
合
い
や
、

親
・
子
・
孫
の
三
世
代
交
流
を

楽
し
ん
で
ほ
し
い
と
毎
年
こ
の

時
期
に
催
し
て
い
る
も
の
。

　
十
一
回
目
と
な
っ
た
大
会
に

は
十
七
―
八
十
八
歳
の
男
女
五

十
九
人
が
参
加
し
、
三
ク
ラ
ス

に
分
か
れ
て
四
回
ず
つ
対
局
。

各
ク
ラ
ス
の
優
勝
者
に
市
長

賞
、
ま
た
二
位
に
市
議
会
議
長

賞
、
三
位
に
区
長
賞
が
そ
れ
ぞ

れ
贈
ら
れ
た
。
結
果
は
次
の
通

り
（
敬
称
略
）
。

　
▽
本
因
坊
戦
（
フ
リ
ー
、
オ

ー
ル
互
先
）
①
石
黒
明
夫
②
中

林
速
雄
③
入
谷
秀
司

　
▽
段
位
戦
（
三
段
以
下
、
ハ

ン
デ
ィ
戦
）
①
篠
田
裕
二
②
吉

田
安
宏
③
松
浦
正
雄

　
▽
級
位
戦
（
級
位
者
、
ハ
ン

デ
ィ
戦
）
①
世
宮
日
吉
②
�
原

勝
雄
③
菊
池
博
行

　
同
劇
場
（
市
文
化
振
興
事
業

団
）
が
主
催
し
、
区
内
の
音
楽

家
な
ど
で
つ
く
る
「
守
山
の
文

化
を
考
え
る
会
」
や
、
金
城
学

院
大
学
ほ
か
が
出
演
で
協
力
。

そ
れ
ぞ
れ
が
で
き
る
こ
と
を
行

い
、
守
山
か
ら
応
援
す
る
心
を

届
け
よ
う
と
開
い
た
も
の
。

　
ス
テ
ー
ジ
に
は
、
美
口
啓
子

さ
ん
（
ソ
プ
ラ
ノ
）
や
白
樺
八

�
さ
ん
（
朗
読
・
歌
）
ら
九
組

の
出
演
者
が
次
々
と
登
場
。
区

内
在
住
、
東
海
テ
レ
ビ
ア
ナ
ウ

ン
サ
ー
の
庄
野
俊
哉
さ
ん
が
司

会
・
進
行
を
務
め
る
な
ど
、
客

席
か
ら
は
繰
り
返
し
大
き
な
拍

手
が
起
こ
っ
て
い
た
。

　
ま
た
会
場
で
は
、
区
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会
メ
ン
バ
ー

が
中
心
に
な
り
、
義
援
金
の
協

力
を
来
場
者
へ
呼
び
掛
け
。〝少

し
で
も
手
助
け
に
な
れ
ば
〟

と
、
熊
本
産
の
米
を
販
売
す
る

コ
ー
ナ
ー
も
設
け
ら
れ
た
。

　
コ
ン
サ
ー
ト
発
起
人
の
一
人

で
、
箏
の
音
色
を
披
露
し
た
野

村
祐
子
さ
ん
は
「
自
分
た
ち
だ

け
で
は
で
き
な
い
こ
と
。
こ
う

し
た
催
し
を
き
っ
か
け
に
つ
な

が
り
が
広
が
り
、
住
み
よ
い
守

山
に
な
っ
て
い
く
と
い
い
」
と

笑
顔
で
話
し
て
い
た
。

　
こ
の
日
寄
せ
ら

れ
た
義
援
金
は
二

十
七
万
四
千
七
百

九
十
八
円
。
中
日

新
聞
社
会
事
業
団

を
通
じ
、
被
災
地

に
送
ら
れ
る
。

　
守
山
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

（
小
室
浩
会
長
）
主
催
の
「
趣

味
の
作
品
展
」
が
七
日
か
ら
四

日
間
、
守
山
区
役
所
＝
小
幡
一

＝
講
堂
で
開
か
れ
、
六
百
五
十

人
以
上
が
来
場
し
た
。

　
同
会
は
区
内
五
十
六
の
老
人

ク
ラ
ブ
の
集
ま
り
で
、
会
員
数

は
約
三
千
人
。
健
康
・
友
愛
・

奉
仕
を
基
本
方
針
に
ス
ポ
ー
ツ

を
楽
し
ん
だ
り
、
各
地
域
で
の

清
掃
や
子
ど
も
の
見
守
り
活
動

な
ど
を
行
っ
て
い
る
。

　
ま
た
趣
味
の
作
品
展
は
、
発

表
の
場
を
設
け
る
こ
と
で
の

〝生
き
が
い
づ
く
り
〟が
目
的
。

四
十
二
回
目
の
こ
と
し
は
、
同

会
会
員
と
区
内
老
人
ホ
ー
ム
の

人
ら
に
よ
る
絵
画
や
書
、
手
工

芸
と
い
っ
た
力
作
三
百
三
十
六

点
が
所
狭
し
と
並
ん
だ
。

　
会
場
で
は
、
作
品
の
前
で
足

を
止
め
て
し
ば
ら
く
向
か
い
合

う
姿
が
見
ら
れ
た
ほ
か
、
「
す

ご
い
ね
」
と
い
う
声
が
上
が
っ

て
い
た
。
「
毎
年
凝
っ
た
も
の

が
出
て
き
て
い
ま
す
。
発
表
の

場
が
あ
る
か
ら
、
ま
た
来
年
も

頑
張
ろ
う
と
思
っ
て
く
れ
て
い

る
の
で
は
」
と
小
室
会
長
。

　
展
示
を
見
た
人
か
ら
は
「
私

も
出
品
し
た
い
」
と
い
う
声
も

多
い
と
の
こ
と
。
問
い
合
わ
せ

は
同
会
事
務
局
（
区
役
所
福
祉

課
福
祉
係
）
＝
☎
（
７
９
６
）

４
６
０
７
＝
へ
。

　
大
谷
町
で
出
版
業
を
営
ん
で

い
る
志
村
善
三
郎
さ
ん
�
�

が
、
開
業
百
十
周
年
を
昨
年
迎

え
た
瀬
戸
線
の
駅
名
の
変
遷
、

沿
線
の
名
所
旧
跡
な
ど
を
紹
介

す
る
本
「
せ
と
で
ん
物
語
」
を

自
社
か
ら
出
版
し
た
。

　
仮
の
タ
イ
ト
ル
を
「
瀬
戸
線

駅
名
一
覧
」
に
し
て
、
編
集
を

始
め
た
の
は
五
年
ほ
ど
前
。
駅

が
で
き
た
り
・
な
く
な
っ
て
い

く
と
い
っ
た
移
り
変
わ
り
を
記

録
に
残
そ
う
と
考
え
た
こ
と
が

き
っ
か
け
だ
っ
た
。

　
名
鉄
資
料
館
＝
岐
阜
県
可
児

市
＝
に
何
度
も
足
を
運
ん
だ
ほ

か
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
情
報

を
集
め
た
り
や
沿
線
の
史
跡
を

訪
れ
て
取
材
。
「
守
山
郷
土
史

研
究
会
」
（
道
木
正
信
代
表
）

に
も
協
力
を
呼
び
掛
け
、
歴
史

の
内
容
を
充
実
さ
せ
た
。

　
ま
た
イ
ラ
ス
ト
は
、
日
本
ボ

ー
ル
ペ
ン
画
協
会
顧
問
で
尾
張

旭
市
在
住
の
阿
部
繁
弘
さ
ん
に

よ
る
も
の
。
多
く
の
写
真
と
と

も
に
、
話
題
が
豊
富
な
〝
せ
と

で
ん
の
あ
れ
こ
れ
〟
を
紹
介
す

る
一
冊
が
出
来
上
が
っ
た
。

　
「
子
ど
も
の
こ
ろ
は
電
車
に

乗
る
こ
と
が
珍
し
く
、
ま
る
で

外
国
旅
行
に
で
も
出
掛
け
る
気

分
で
し
た
」
と
志
村
さ
ん
。

「
と
に
か
く
大
好
き
で
、
身
内

の
よ
う
な
も
の
。
ま
だ
至
り
ま

せ
ん
が
、
親
孝

行
の
つ
も
り
で

書
き
ま
し
た
」

と
も
。

　
Ｂ
５
判
、
百

二
十
㌻
、
千
五

百
円
（
税
別
）。

小
幡
駅
前
の
鎌

倉
文
庫
で
取
り
扱
っ
て
い
る
ほ

か
、
出
版
元
で
も
注
文
を
受
け

付
け
る
。
問
い
合
わ
せ
・
申
し

込
み
は
一
の
丸
出
版
＝
☎
（
７

９
１
）
７
２
３
４
＝
へ
。

◇
　
　
　
　
◇

　
同
書
を
本
紙
読
者
三
人
に
プ

レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

　
は
が
き
に
住
所
、
氏
名
、
年

齢
、
職
業
、
電
話
番
号
、
お
近

く
の
中
日
新
聞
販
売
店
名
を
明

記
し
て
、
〒
４
６
３
―
０
０
０

７
、
松
坂
町
三
五
二
、
守
山
ホ

ー
ム
ニ
ュ
ー
ス
「
せ
と
で
ん
物

語
」
プ
レ
ゼ
ン
ト
係
へ
。

　
締
め
切
り
は
二
十
九
日

（
水
）
必
着
。
応
募
多
数
の
場

合
は
抽
選
。
本
の
発
送
を
も
っ

て
発
表
に
代
え
ま
す
。
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